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第1号議案

平成22年度 事業報告書 自平成22年5月1日

至平成23年4月30日� 

概況

2011年� 3月� 11日東日本大震災が発生しました。 地震による被害に加え� 1000年に一度と

いう大津波により未曾有の大被害となり原子力発電所も被災し、復興の道筋さえも未だ定かに

なっていません。 生産活動は大打撃を受け、回復基調にあった日本経済は一転してマイナス

に落ち込み今年度中に回復できるかどうか分かりません。 サプライチェーンの寸断により世界

経済も大きな影響を受けています。

また昨年度購買力平価ベースのGDPはついに台湾に抜かれ、韓国にも抜かれそうな状況で

す。

このような状況を打破するのは容易ではありませんが、まずは新たな産業を育成することで

はないでしょうか。 原子力の利用は大きなリスクを伴い人間の知恵では容易に使いこなすこと

がで、きないことが分かった今、自然エネルギーの活用に前途があるように思われます。 今回

の大災害を教訓にして新しい技術を確立し転換していくことが日本の復活につながるのではな

いでしょうか。 自然エネルギー利用技術関連の特許は約半数が日本企業により申請されてい

ます。

また電力の供給不安はまさに今C02削減の3R(リサイクル・リテ、ユース・� 1)ユース)が必須と

なるのではないでしょうか。

私たち工業会においてはこのような環境の変化をチャンス到来とし捕らえて良いのではない

でしょうか。 対中国との関係を構築している会員、再生技術で、プラスチック原料の3R化等協力

し、情報交換を密に行うことにより次世代においては社会をリードする工業会として進化するこ

とが現在の会員に課せられた使命と思われます。現在の景気は決して良くはありませんが一致

団結し次の社会を迎えられるよう努力してゆくことが重要であると思われます。� 

2.会員の移動

22年4月� 23年4月 増減 摘要
一会一員~一一一 一----------区~分------------

関東7 1)ロラス子ック サイクル協同組合� 50 52 +2 

日本合成樹脂有効利用組合� 5 5 O 

東日本プラスチック再生協同組合� 35 25 -10 

愛知県プラスチックリサイクル協同組合� 36 36 O 

北陸合成樹脂商工会� 5 5 O 

京滋プラスチックリサイクル工業会� 10 13 十3 

1)ラス子ック)0関西 サイクル商工会� 14 14 O 

6 6 Oサイクル工業会1)九州プラスチック

個人会員� 6 6 O 

合計� 167 162 -5  
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３．会議開催状況 

(1)総会 

イ．開催日時 平成22年6月15日(火) 

口．開催場所 東武ホテルレバント東京 

ハ．出席者数 42名 (本人出席28名 (委任状14名))/総数47名 

ニ．議事の経過及び議決の結果 

平成21年度事業報告及び決算を承認したあと、平成22年度事業計画及び 

予算案を議決した。そして、経費の賦課金徴収方法の件、全議案を審議終了した。 

 

(2)第１回常任理事会 

イ．開催日時平成22年6月15日(火) 

口．開催場所東武ホテルレバント東京 

ハ．出席者数21名(本人出席21名)十事務局1名 

ニ．協議事項 

１．通常総第34回会及び懇親パーティーの役割分担について 

２．平成21年度決算報告、平成22年度予算案の審議について 

３．市況分析 

４．その他 

 

(3)第２回常任理事会 

イ．開催日時 平成23年3月8日(火) 

ロ．開催場所 東武ホテルレバント東京 

ハ．出席者数 20名＋事務局1名 

ニ．協議事項 

１．通常総第35回会及び懇親パーティーの役割分担について 

２．平成22年度決算報告、平成23年度予算案の審議について 

*賦課金の値上げについて 

３．役員選出について 

４．ＪＰＲＡ政策研究会経過報告 

５．工コキャップ活動について 

６．市況分析、その他 
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平成22年度収支報告(予算・実績対比)

自平成22年5月� 1日


軍平成23年4月30日


全日本プラスチックリサイクル工業会

収入の部 必
叶

い
ほ
寸、‘

''t 
F1
f

i
l )11 

科 目 予 算 実 績 増 減 摘 要

賦課金� 835，000 835.000 o 関 * �  50 250.000 ~l 本有 5 25，000 

参加費収入� 80，000 90，000 10，000 !f{Hイ，:35 175.000 モ知� 36 180.000 

長1;ヒJ

i山凶� 11 70.000 十ノ、、、~ ]。 50.0001] 11

相人� 30.000 

610 -390 835.000 

。
2，478，337 o 

6 30.000九州� 日� 

受取利息� 

その他収入� 

前年度繰越金� 

i口k 計� 

支出の部
科 日

教育情報費

調査研究費� 

会議費� 

福利厚生費� 

通信費� 

広告官伝費� 

事務用消耗品費� 

支払手数料� 

旅費交通費� 

雑費� 

翌年度繰越金� 

豆、メ口

1，000 

O 

2，478，337 

3.394.337 

子 算

150，000 

100.000 

1，000，000 

30，000 

2，000 

214，000 

10，000 

2，100 

100，000 

100，000 

1，686，237 

3，403，947 9，610 

実 績

。-150，0

減増

00 

1，080，135 980，135 

782，862 -217，138 

15，750 -14，250 

。� -2，000 

114，� 

。
360 

2，730 

1，420 

6，900 

1.399.790 

-99，640 

-10.000 

630 

ー98.580

-93.100 

-286，447 

摘 要� 

予業料懇談会費}I](品出・講slfi御礼等)
実 無 し �  

子NI~ft'N 
実 資源リサイクノレセンター736，260タイボー343，875 
予 第31凶iW);¥'総会持 常任理事会
実 第34回通常総会費常任理事会他� 
子A2弔費
た 故石塚銀一氏

主1;1史料
郵便料(賦課金請求))ミ 

業界紙広告料
'jミ ホームページ保守料114360

品代HJ']1務(-， 
F 無し� よと

千五込子数料等
ヲミ振込手数料� 5件分� 
子交通費
'Jミタクシー代� 
子ぞーの{也諸経費
本木村議員との尽食代

内訳:現金39，819円、預金1，359，971円

計� 3，394，337 3，403，947 9，610 
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会計監査報告審

平成� 22年度決算について厳五に監査した結果、別紙収支報告の

通り間違いない事を報告いたします。

平成� 23年� 6 J114日

念日本プラスチックリサイクル工業会� 

r々でア3

勺づてが

監事藤井達雄

監 事二 井真 �  
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第2号議案� 平成23年度事業計画書(案)

自平成23年5月� 1日

至平成24年4月30日

1，基本方針

昨年度は経済産業省が提唱する力一ボンフットプリント� (CFP)制度に当工業会の主要生産

樹脂であるPE、PP、PSをプロダクトカテゴリールール(PCR)に登録すベく活動してまいりまし

た。 また、社会貢献活動と当工業会のPR活動の一環としてエコキャップ活動推進のサポート

を行い、リサイクル・リユース・リダクション(3R)の側面から社会、地球環境の維持にきわめて

有効性の高い活動を行ってまいりました。

本年度は力一ボンフットプリント� (CFP)制度においてプロダクトカテゴリールールの登録完了

を目指します。� 

3月11日の東日本大震災から復興するために、また原子力発電の危険性、脆弱性を回避す

るためにも再生可能エネルギーへの転換を可及的速やかに行わなければなりません。 工業

製品(プラスチック製品)につきましでもCFPの値で歴然ですがリサイクル・リユース・リダクショ

ンの3Rを実行すれば躍実にエネルギー投入量は減少します。 今夏の電力不足対策としての

節電の別な側面は3Rではないかと思います。 再生樹脂の知名度強化、採用事例の拡大等、

我々工業会の発展に努力して行きたいと思います。� 

2 事業計画� 

(1)組織の拡大強化


組織の強化に努め、工業会の活性化を図る。
 

(2)広報宣伝活動


業界紙に広告を掲載する
Q

ホームページを活用する O 

(3)教育情報・調査研究活動

①組織の拡大強化

組織の強化に努め、工業会の活性を図る。

②業界懇親会開催

業界の現況、今後の見通し及び当面する諸問題(特に環境・リサイ

クル関連)について情報交換を行い、検討・協議するため懇親会を

開催する。

③関係団体等開催の講習会への参加� 

(4)関係官庁.団体との連絡


経済産業省化学課


日本プラスチック工業連盟


(社)プラスチック処理促進協会


日本プラスチック有効利用組合


中国国家賃量検験検疫総局
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平成23年度収支予算(案)

自平成23年5月� 1日

至平成24年4月30日

収入の部� ( iji-1立:pj ) 

科 目 金 額 摘 要

賦課金� 810，000 I~J束 52 260，000 IJ本1r5 25，000 

参加費収入� 90，000 京 f1本� 2.5 125，000 愛知� 36 180，000 

JL州、|� 6 30，000 主1¥北 5 25，000 

受取利息� 

その他収入

1.000 |剥内

。
11 70.000 )江滋 

伽l人� 

13 

6 

65，000 

30.000 

前年度繰越金� 1，399，790 |計 162 810，000 

fI1k 計� 2，300，790 

部一� 
2

の
一
|
一
時
噴

出
一
科
一
晴
一
峨

支

一

軒

一

躍

要金 額 摘

150，000 I業界懇談会費用(講演・講師お礼等)

100，000 I調査費� 

会議費 900，000 I第35回通常総会会費・常任理事会� 

福利厚生費� 30，000 I慶弔費

通信費 2，000 I郵便料� 

広告宣伝費 200，000 I業界紙広告料� 85・ホームページ年間管理料� 115

事務用消耗品費 4

l

n

U

n
u
n
u
n
u
 

n
u
n
U
A
U
 

n
u
n
u
n
u
 

n
u
n
ζ
n
U
 

支払手数料

旅費交通費

雑費

等

代

料

品

数
用

手

費

務

込

通

事

振

交

�

 

翌年度繰越金� 

100.0叶その他諸経費� 

706.790 

合計�  2，300，790 
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第3号議案 経費の賦課金徴収方法決定の件(案)

※定款第12条

・本会は、その行う事業の費用(使用料文は、手数料をもって充てるべきものを除

く)に充てるための会員に経費を賦課することができるo

-前項の経費の額、その徴収の時期及び方法その他必要な事項は、総会において

定める O

※会費金5，000円/一社 ※時期-総会後3ヶ月以内

※方法は振込手数料を差し引かない。個人会員は除き各団体単位。

第4号議案 役員改選について(案)

会長 (関東)大塚一郎氏

副会長 (愛知)浅野敏夫氏 (関西)本城康司氏 (東日本)中村昌仁氏

専務理事(関東)井上謙氏

会計担当(関東)石塚勝一氏

常任理事19名(監事2名を含む)

相談役3名(関東)進藤善夫氏(愛知)磯野俊雄氏(九州、1)江上幸隆氏

理事26名(北陸は1名の理事の割当がありますが該当なしの回答により27-1=26)

常任理事(19名)、理事� (26名)、相談役(3名)の合計48名の役員構成組織となります。

以上、ご提案させていただきます。

※リサイクル推進協議会の表彰について

フ、ロックによって会員数が異なるため、公平性という立場から五つのグループに再編し、

そのグループ中で協議してもらい推薦する O

年度 グループ 各ブ、ロック名(会員数・・・多少増減はあります)� 

H20年度� A 関東プラスチック(49社)� 

H21年度� B 東日本プラスチック� (37社).日本有効 (5社)� 

H22年度� C 愛知県プラスチック� (36社)� 

H23年度� D 北陸合成(5社).九州プラスチック (6社).個人会員 (6社)� 

H24年度� E 関西プラスチック� (14社).京滋プラスチック( 11社)

計169社

グループの動き(A→B→C→D→E)

平成23年度は、北陸・九州・個人フ、ロックより選出となっており次の方を推薦し、

了承をいただいた。

新興産業株式会社 代表取締役会長小池忠久氏� 

TEL 092-691-1601 FAX 092-691-2660 
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*川A〉下dzbz• 

l再l全日本プラスチックリサイクル工業会第35回通常総会(H23年度)出席者名簿
。:常任理事-19名 出席;0 201 1.6. 14 

|懇親会i也区名 常任 ..IJ己、.主.6.王 名前	 会社名

l大塚産莱株式会社O |大塚・郎|関東フフス子ックリサイクル協同組合 O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 

恥~

O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 


石塚勝一 石塚化学産業株式会社� 
井上謙 株 式 会 社 甲 商 �  
増沢茂光 株式会社マルヱス� 

O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 

5日本合成樹脂有効利用組合� 

7百「「

山下睦之 協栄化成株式会社� 
中村昌{東日本プフスチック再生協同組合� 
中山晃一

富士興業株式会社� 
株式会社 ミヤキゴーホ。レーション� 

中山雄一郎 株式会社トヨタカ� 
サイクル協同組合1)スチック7)0愛知県

北陸合成樹脂商工会� 

K石91 

藤井達雄 フジイ化工株式会社� 
浅野敏夫 浅野物産株式会社� 
山田政晴 有限会社東海化成工業× 

守1E2 O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 


保田正都 正和化学工業株式会社� 
武田大輔 キワ化学工業株式会社� 

1145 

116 
京滋プフスチックリサイクル工業会

7 

九州り。ラス子ツウリサイクル工業会� 小池忠久 新興産業株式会社� 
藤井秀俊 株式会社←シキ� 
田中将平 工ンプフ株式会社� 

118 
関西ブフスチックリサイクル商工会

9 

石田義彦 (樹HIKONE化成� 
本城康司 本城化成株式会社� 

ー井真 協同化学工業株式会社
・� 9・ー '_~r守『戸ー・品開園 a ・ ー、

地区名 常任 懇親会 名前	 会社名� 

23|関東フラスチックリサイクル協同組合 
24 
25 
26 
27 
28 東日本プフスチック再生協同組合� 

サイクル工業会1)スチック7京滋プ29 
30 関西プラスチックリサイクル商工会� 
-個人会員一6名

地区名

31丸事度三塁桂式会盆� 
.一般会員・同伴者 
32 大景化学(株)� 
33 手i目葉化学(株)� 
34 丸喜産業(株)� 
35 新興産業(株)� 
36 (株)イ日馬商事 
37 日照(株)� 
38 (有)栄合成 
39 大塚産業� 
40 プフスチック処理促進協会� 

O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 

O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 

O 
O 
O 
O 
O 

O 
O 

O 
O 
O 
O 

O 
O 
O 
O 

l金子昌平
品橋昇
樫 村 満
石井明

O 福本成明
× 斉藤恭平

芝原茂樹
岡本隆紀

正念会懇塑劃 名前� 

O O 岩坪勇樹

南裕人� 
戸田忠幸� 

松村亮� 
小池真司� 

× 	 池田正信� 
松岡幹夫� 
石橋栄治� 
原田裕司� 

井田専務理事

常任理事会出席� 
総会出席� 

懇親会出席� 

|有限会社金子合成 
高六商事株式会社� 
有限会社ニ協化学工業所� 
石井化学工業株式会社� 
(有)伸栄化工 

新南株式会社� 
近江物産(株)� 
日産化成株式会社

22 
38 
40 
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